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埋蔵文化財の保護と活用について日頃から深いご理解をいただき、厚 くお礼申し上げま

す。

宮崎県でも県内各地で各種の農業基盤整備事業が実施されておりますが、事業実施予定

地内には数多 くの追跡が存在し、文化財の保護と農業基盤整備事業との調整がひとつの課

題となっております。そこで県教育委員会では、農林政部局との協議資料とするため事業

実施予定地内の分布調査や試掘・確認調査を実施し、遺跡の所在の有無、性格、範囲等の

基礎資料を作成しております。

本報告書は、平成 8年度に試掘・確認調査を実施した20か所の調査から宮崎郡清武町

船引地区など8か所の調査結果について、その概要を報告するものであります。これらの

調査結果が文化財の保護に生かされるとともに、地域の歴史の解明や生涯学習の場で活用

されるなど役立てていただければ幸いに存じます。

最後に、調査にあたってご協力をいただいた地元の土地改良区ならびに市町村教育委員

会、各農林振興局・支庁などの諸関係機関のみなさまに厚 くお礼を申し上げます。

平成 9年 3月

宮崎県教育委員会

教育長 田 原 直 廣



例 ロ

1 本報告書は、宮崎県教育委員会が平成 8年度の文化庁国庫補助を得て実施した発掘調査の概要報

告書である。

2 発掘調査は、宮崎県内ρ農業基盤整備事業に伴う周知の遺跡の確認調査及び未周知か所の試掘調

査として実施した。

3 遺跡の名称は、現在周知されている遺跡についてはその名称を、今回の分布調査、試掘調査等で

新たに確認された遺跡についてはその農業基盤整備事業の地区名を使用している。正式な遺跡名は、今

後字名等を参考に命名される予定である。

4 発掘調査は、県文化課埋蔵文化財係主査石川悦雄、同永友良典、同菅付和樹が担当した。また、

発掘調査にあたっては、関係市町村教育委員会及び同農政部局、当該地区の県農林振興局、支庁等の協

力を得た。

5 本報告書の執筆は各担当者が行い、編集は首付が行った。

6 出上した遺物は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。
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第 1章 平成 8年度の発掘調査概要

宮崎県では、基幹産業としての農林業の各種整備が年間を通し実施されている。ここ数年は、従来の

農地防災事業、農地保全事業や各種農道整備事業等に加え、農村環境の各種整備や中山間地域の総合整

備事業、担い手育成事業等、これまでより幅広い各種整備事業が展開されて来ている。県文化課では、

これらの開発事業と埋蔵文化財の保護との調整をはかるため、平成 9年度事業予定地区を中心に分布調

査を実施し、周知の埋蔵文化財包蔵地及びその周辺地区、遺跡の立地する可能性が高い箇所については、

確認調査・試掘調査を実施した (巻末の一覧表参照)。 本報告では、このうちの確認調査 。試掘調査の

一部について遺跡が存在しなかった例を含む 5箇所の調査事例を報告する。

第 2章 発掘調査の結果

第 1節 滑川第 1・ 第 2遺跡

1.遺跡の位置と調査に至る経緯

滑川第 1遺跡及び第 2遺跡は平成 7年度から県営ほ場整備事業が実施されている清武町船引地区に分

布する遺跡である。船引地区は宮崎市古城町と境を接する清武町船引地区の白ヶ野から札立にかけての

丘陵上に位置し滑川第 1。 第2遺跡のほか白ヶ野第 1・ 第2遺跡、札立第 1・ 第2遺跡など13遺跡が所在して

おり隣接する宮崎市側にも上ノ原第 1遺跡など3遺跡が分布する。

船引地区のほ場整備事業は東側の白ヶ野地区から着工されており、県教育委員会では平成 5年度に自

ヶ野第 1遺跡及び滑川第 1。 第 2遺跡周辺、 7年度に白ヶ野第 1・ 第 4遺跡周辺の確認調査を実施して

いる。その結果にともない清武町教育委員会で平成 7年度に自ヶ野第 1遺跡、平成 8年度に白ヶ野第 4

遺跡の発掘調査を実施している。

今年度の確認調査は平成 7年度の整備事業実施地区の西側でおこなった。一帯は小さな谷地形が複雑

に入込みいくつかの舌状の平地を形成する遺跡立地に良好な場所である。そのうち9年度事業が予定さ

第 1図 滑川第 1・ 第 2遺跡位置図

-1-



れている地区を中心に平成 9年 1月 21日 から23日 の 3日 間おこなった。調査では重機を使い小さな谷

で分 られる 6地点 (A～ F)の 35か所に lm× 5mの トレンチを入れた。なお、今回の調査地区は平

成 5年度の確認調査地点とかさなっていることから今回の確認 トレンチをTl,T2・・・、前回の確認 トレ

ンチ①,②…とした。

2.試掘調査の概要

各 トレンチの基本土層は削平の程度はあるがおおむね次のとおりである。

I層 現在の耕作上で砂粒が混じる暗褐色の砂質上である。下部にⅡ層上のブロックが多く混じると

ころもある。 I層の下部には黒色土層が残るところもある。

Ⅱ層 アカホヤ風化土層で暗黄褐色の砂質上である。

Ⅲ層 アカホヤ火山灰層。黄褐色砂質上で下部には砂や軽石が堆積する。

Ⅳ層 上部はブロック状の黒 (暗)褐色上で、下部は暗褐色土が混じる。軟らかい砂質上で白っぽい

鉱物粒や黄色軽石粒を含む。

V層 暗褐色砂質土に褐色砂質土がブロック状に混じる軟らかな土層で若子の炭化物粒が混じる。

Ⅵ層 上部はV層で見られた褐色砂質土に暗褐色砂質土の硬質ブロックが混じり、次第に暗褐色砂質

土の硬質土層となる。この暗褐色砂質土には白色や黄色の軽石、小石が混じる。

Ⅶ層 非常に硬質な明褐色砂質土で白色の鉱物粒や黄色の軽石が混じる。

Ⅷ層 非常に硬質でややきめの細かい明褐色砂質土。白色の鉱物粒や黄色の軽石はみられない。

調査したトレンチのうち、A地点 (Tl～ T13)ではTl,T7,Tllを 除くトレンチからV層中に少量

の縄文土器片や焼け石が検出されている。また、T10,Tll,T13で はアカホヤ層上位の黒色上が残っ

ておりT10か らは土器片も出上している。調査地点の全域で包含層が広がると思われる。

B地区 (T14・ T15)の今回の確認調査では遺物等の確認はできなかったが、前回の③,⑩ではV層

で焼け石や土器片が確認されている。遺物包含層の範囲は西側のハウスまで及ぶと思われる。

C地点 (T16・ T17・ T18)では表土下で直にシラス層が現れることからすでに遺物包含層は大きく

削平されていることが確認された。

D地点 (T19～ T26)で は縁辺部にあたるT21,T23,T24の V層から焼け石等が検出された。特に

T23か らは焼け石のほかに台石や剥片、T24で は10数点の焼け石が見つかっている。前回の調査では

すべてのトレンチから焼け石等が検出されていることからD地点全城に包含層の広がりが推測される。

なお、⑬ トレンチではⅣ層中からも焼け石や土器片が検出されておりV層 とあわせて 2枚の早期の文化

層がある。      ‐

E地点 (T27～ T30,T34・ T35)は T34・ T35や T27・ T28周辺では遺物包含層のV層 まで大きく

削平されておりT30の みでV層中に焼け石が検出された。前回の調査では①,⑦でV層中から焼け石

やチップ、剥片等が検出されており部分的に包含層が残っていると思われる。

F地点 (T31～ T33)で は前回も含めすべてのトレンチからV層中で焼け石が検出されている。全域

に包含層が残ると思われる。

調査の結果、C地点を除く地点で縄文時代早期の遺物等が確認できた。遺物の出土量はさほど多くな

く遺跡の密度としてはさほど濃くはないと思われるが、包含層であるV層がC地点を除くほとんどのト

レンチで残っていることから地点によって遺跡の濃淡があると思われる。

-2-
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第 2節 湯の崎地区

1。 調査地の位置と調査に至る経緯 (第 5図 )

小林市堤と西諸県郡高原町湯の崎を結ぶ、県営ふるさと農道緊急整備事業「湯の崎地区」の事業実施

に先立って、平成 8年 5月 10日 、県文化課、高原町社会教育課、県西諸県農林振興局農村建設課、高

原町耕地課の4者協議を行っな。建設予定地は、市町境である辻の堂川を境に小林市側が水田で、高原

町側が山林及び畑地となっていて、周知の追跡は存在しなかった。その後に実施した分布調査の結果、

遺物等の散布は認められないものの、高原町側の畑地に遺跡が存在する可能性があったため、試掘調査

を平成 8年 6月 26、 27日 に実施した。

2.試掘調査の概要

6箇所の試掘グリッドを設定し調査を行ったが、G

みで、遺構はまったくみとめられなかった。各グリッ

リである。

3の黒色上で 2片の時期不祥土器片を検出したの

ドの配置と層位は第 7図及び第 6図に示したとお

第 5図 試掘調査位置図 (1/25,000)

-6-
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第 3節 広瀬地区遺跡

1 遺跡の位置と調査に至る経緯

東郷町では、平成 8～ 12年度の 5カ 年の予定で県営中山間地域総合整備事業東郷地区が実施されて

お り、平成 9年度はほ場整備実施地区 6カ 所のうち広瀬地区の事業が予定されている。文化課では、事

業との調整をはかるため、 8年度から順次試掘・確認調査を実施することとし、平成 8年度はこの広瀬

地区をはじめ鵜戸木地区・出口地区 。上村地区の調査を行った。残 りは 9年度に実施する予定である。

東臼杵郡東郷町広瀬地区は、役場の南東約 3.5kmの 耳川右岸に位置する。この地区の大部分は、北西

側で大きく蛇行する耳川の氾濫原となっている。以前より大雨の際の水害に悩まされた地域である。現

況は殆ど水田で、一部畑地もあるがほ場整備実施地区には入っていない。分布調査では、遺物は全 く発

見できなかったが、微高地状の地形や緩斜面があるので試掘を行うことにした。

2 調査の概要

広瀬地区は、水害を避けるためか人家は比較的山側に近い小高いところにある。調査は、この人家を

通る集落道路沿いのやや小高い水田と整備予定地区の西端部の緩斜面の棚田を中心に行い、念のため最

も低い箇所の水田も試掘 した。調査はすべて人力で行い、埋戻 しは掘 り上げた順に層毎に埋め、一部ラ

ンマーを用いて上を締めた。

調査の結果、低地水田部分では耕作土の下に砂層や礫層があり、川の氾濫による堆積物と考えられる。

西端部の棚田部分では、開田による部分的な破壊消滅は見られたものの、盛 り土造成部分には弥生土

器・縄文晩期土器片や姫島産黒耀石等の剥片が出土する包含層が残存し、ビットも検出された。地形的

に見てもこの緩斜面一帯は遺跡と考えられる。

各 トレンチの状況は第10図のとおりである。

第 8図 広瀬地区還跡位置図 (1/50,000)

-8-
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暗灰色砂質土
(砂粒多くやや
酸化して赤い)

褐色砂質土 (酸化鉄)

皓灰色砂質土
(弱い粘性があり、
炭化物を含む)

暗灰色砂質土
(や や酸化、混小礫
25下から拳大の礫)

暗灰色砂質土
(水田土)

晴灰掲色砂質土
(酸化鉄多)

灰掲色砂質土
(酸化鉄・マンガン)

暗灰色の砂層
(小礫混じりの川砂)

T4

暗灰色砂質土
(水田土)

暗灰色砂質土
(酸化鉄・マンガン)

暗掲色シル ト質土
(拳大以下の小礫が多い
いわゆる山土)

暗灰色砂質土
(水田土 ざらつく)

赤掲色砂質土
(強 く酸化)

皓灰色砂層
(酸化鉄・マンガン)

暗灰色の砂層 (,II砂 )

T8

暗灰掲色砂質土
(水田土)

晴茶褐色砂質土(基盤層)

暗掲色砂質土(弱い粘性あり
腐植土 弥生。縄支土器、
姫島産黒耀石など)

掲色砂質土(粘性あり)

暗灰色砂質土
(水田土 ざらつく)

灰掲色砂質土
(や や粘性あり)

灰掲色砂質土
(灰色味・砂質ともに強い
マンガン)

灰掲色砂質土
(き め細かい 粘性弱く
湿り気多い 20下から
小礫・人頭大の河原石)

褐色砂質土 (基盤層)

晴褐色砂質土 (炭化物、
土師器又は弥生土器片、
縄支晩期精製浅鉢片、
三段掘リビット径26深50)

掲色砂質土 (ア カホヤ火山灰
の小ブロックを含む
下部は礫が多く混じる
いわゆる山土層になる)

第 10図 広瀬地区選跡土層桂状図

T10

暗灰褐色砂質土
(水田土)

褐色砂質土 (基盤層)

褐色砂質土 (小礫を多く含む
いわゆる山土層
大きな岩も見られる)

-10-
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第 4節 鵜戸木地区遺跡

1 遺跡の位置と調査に至る経緯

東臼杵郡東郷町大字山陰鵜戸木地区は、役場のほぼ南方向4.7kmの 山間の集落である。日向灘に注 ぐ

石並川の支流鵜戸木川に南面する緩斜面にわずかな集落と棚田が広がっている。東郷町は遺跡の詳細分

布調査の未実施地区が多 く、その中でこの鵜戸木地区は、以前林道等を開設した際に石斧や石鏃、石庖

丁が出土したとして集落部分一帯が遺跡として周知されていた。この集落下の水田部分が平成 8年度か

ら実施の県営中山間地域総合整備事業のほ場整備予定地区となったために文化課では試掘調査を実施し

た。試掘調査に先立つ分布調査では、地区外の畑部分や地区内水田でも弥生土器や土師器片、チャー ト

チップなどが採集できた。

2 調査の概要

試掘調査は、イタリアン等の飼料作物のある水田は避け、遣跡の立地する可能性の最も高い箇所に ト

レンチを設定した。調査はすべて人力で行った。また、埋め戻 しは掘 り上げた層毎に順に埋め、基盤層

は特に念入 りにランマーを用いて土を締めた。

調査の結果、水田耕作上の下は基盤層のある箇所と全 くない箇所とが確認され、いずれもその下層は

大小の礫混 じりのいわゆる山土層もしくは拳大～人頭大の河原石の層が見られ、遺物包含層や遺構等は

確認できなかった。遺物の分布状況からは、遺跡の範囲は現在の集落から緩斜面の水田部分まで広がっ

ていたものと思われるが、恐 らく縄文時代以降の生活面や遺物包含層はその後の開田 (小区画の水田を

幾度か大きく広げているらしい)等により大きく削平されたものと考えられる。

各 トレンチの土層柱状図は第13図のとおりである。

第 11図 鵜戸木地区遺跡位置図 (1/50,000)
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皓褐色砂質上
(水田土)

褐色砂質土
(弱 粘性 刀ヽ礫多い)

やや暗い掲色砂質土
(30以上もある
大きな河原石や
礫が多い)

やや明るい晴掲色
砂質土 (4ヽ礫多い
やや土が多い)

さらに明るい暗褐色
砂質土 (大小の河原
石多い)

T2

暗掲色砂質土
(水田土 縄文土器片)

明掲色砂質土

暗掲色砂質土
(水田土)

やや明るい暗掲色
砂質土 (拳大～人頭
大の大小の河原石が
多く合まれる)

掲色砂質土 (礫が多い
下部は暗掲色上が
3cm程堆積)

皓掲色砂質土
(大小の月原石が多い)

暗褐色砂質土
(水田土)

暗掲色砂質土
(水田土)

やや明るい暗褐色砂
質土 (酸化鉄 基盤層)

暗掲色砂質土
(大小の河原石が
混じり下ほど
大きくなる)

T4

暗掲色砂質土
(水田土)

掲色砂質土
(大小の河原石
が多く混じる)

掲色砂層
(小礫多い)

暗褐色砂質土
(小礫多い)

掲色砂質土
(小礫多い)

T12

暗褐色砂質土
(水田土
チャー ト)

暗掲色砂質土
(酸化鉄
基盤層)

暗褐色砂質土
(表土より明る
い 礫を含む)

褐色砂質土
(大小の河原石
を含む)

大頭
＞

人

い
一
多

土
大
が

質
拳
石

砂
に
原

色
も
河

掲
と
の

黄
ｒ

T7

雌帥
仇
伏
り

明
土
じ

や
質
混

や
砂
石

T10 Tll

皓掲色砂質土
(水田土)

掲色砂質土
(小礫混じり
酸化鉄・マンガン)

第 13図 鵜戸木地区遺跡土層柱状図
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第 5節 赤木遺跡

1 遺跡の位置と調査に至る経緯

門川町大字川内の赤木遺跡は、役場の南西 9 km程の三ヶ瀬川左岸段丘上に立地する。遺跡の南東側

に三ヶ瀬川が流れ、日当たりのよい恵まれた地形に営まれている。同段丘上には近世の赤木石塔群・妙

覚寺跡が、北東側対岸には宇登木股遺跡が立地している。

門川町では、平成 9～ 13年度の 5カ 年の予定で県営中山間地域総合整備事業西門川地区が計画されて

いる。そこで県文化課では、平成 8年度にこのうちのほ場整備予定地区について試掘調査・確認調査を

実施して今後の協議に資することとした。当初、町の団体営ほ場整備事業として計画されたことから、

予定地区のうち大原地区と赤木地区の一部は門川町教育委員会が試掘調査を実施したが、残 りの宇登木

股地区と赤木地区については文化課が実施した。大原地区と宇登木股地区では遺跡は確認されず、周知

の遺跡である赤木遺跡では段丘上で遺構造物が確認できた。

2 調査の概要

赤木遺跡は、一部畑地で縄文土器等が採集できるほかは現在殆ど水田となっており、現況では遺跡の

有無さえわかりにくい状況であった。調査は水田が体耕状態の 2月 に実施した。表土、基盤層、その下

の自然堆積層の順にすべて人力で発掘し、埋戻しは層順のとおり、特に水田の基盤層は念入 りにランマ

ーを用いて土を締めた。

調査の結果、開田による削平消滅箇所が多 く見 られたものの、水田基盤層の直下でピット (土錘が出

土)が検出された所やアカホヤ火山灰層の上に遺物包含層が残存する箇所等が確認された。遺跡の範囲

は、地形上段丘の全面に広がるものと考えられる。

各 トレンチの状況は第16図のとおりである。

第14図 赤木遺跡位置図 (1/50,000)
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基盤層 (客土).

やや暗い掲色砂質土 (害土)

暗掲色砂質土 (1日 表土か)

掲色砂質土 (ア カホヤ風化層
礫多い 弥生・縄文土器片
切目石錘等)

黄掲色砂質土
(アカホヤ火山灰層)

やや暗い掲色砂質土
(小礫が多く混 じる
いわゆる山土)

皓灰掲色砂質土 (水田土)

基盤層 (客土)

暗掲色砂質土 (4ヽ礫多い)

やや明るい暗掲色砂質土
(小礫多い 縄文土器、剥片)

黄褐色砂質土
(ア カホヤ風化層並びに
アカホヤ火山灰層)

掲色砂質土 (小礫が多い)

暗掲色砂質土 (水田土)

基盤層
(礫多い 酸化鉄 。マンガン)

掲色砂質土
(い わゆる山土だが礫は
比較的少ない)

皓灰掲色砂質土 (水田土)

掲色砂質土
(大小の角礫が多く混じる
上部に酸化鉄・マンガン)

暗灰掲色砂質土 (水田土)

基盤層
(掲色 酸化鉄・マンガン)

掲色砂質土
(小礫多く混じる
いわゆる山土)

晴灰褐色砂質土 (水田土)

基盤層
(客土 土が混じり合う)

褐色砂質土
(小礫が多いいわゆる山土)

皓灰掲色砂質土 (水田土)

掲色砂質土 (害土)

皓掲色砂質土
(旧表土もしくは
旧水田土 礫多い)

明掲色シル ト質土

(角礫多いいわゆる山土)

晴灰掲色砂質土 (水田土)

基盤層

掲色砂質土
(ブロック状のアカホヤ
混 じけ 上面で不定形
ピット土錘入る)

掲色砂質土
(小礫多く含むいわゆる山土)

(単位cm)

T9T8

第16図 赤木遺跡土層桂状図
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川
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駅
」
推
定
地
付
近

深
瀬

(ふ
か
せ

)
六
条

(ろ
く
じ
ょ
う

)
東
臼
杵
郡
北
川
町
大
字
川

内
名

3/
10
-1
1

菅
付
和
樹

ほ
場

整
備
 
遺
構

・
遺
物

な
し
、
開
口
に

よ
り
破
壊
消
滅

か

永
吉

(な
が

よ
し

)
楠
原

(く
す

ば
る

)
日
南
市
大
字
楠
原

3/
10
-1
2 

・
 3
/2
1-
22

永
友

良
典

広
域
農
道
 
多
量

の
鉄
肥

瓦

湯
の
元

(ゆ
の

も
と

)
西
諸
県
郡

高
原
町
大
学
蒲
牟

田
3/
17
-1
9

石
川
悦
雄

ほ
場

整
備
 
遺
構

・
遺
物

な
し

富
吉

(と
み

よ
し

)
出
下

(で
し
た
)迫

内
(さ

こ
う
ち

)
宮
崎
市
大
字
富
吉

3/
18
 ・
 1
9 

。  
24

永
友

良
典

ほ
場
整
備
 
溝
、
土
師
器
片

城
ケ
峰

(じ
よ
う
が

み
ね

)
東
諸
県
郡

高
岡
町
大
字
城

ケ
峰

3/
25
 ・
 2
6

永
友

良
典

ほ
場

整
備
 

土
師
器

片



表 2 農業基盤整備事業計画地区内分布調査状況等一覧 (平成 9年度以降 )

番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実 施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

1 ヨ崎農業水利事務所 継 大淀川右岸農業水利 ヨ野町 ファームポンド 要試掘,要協議

2 □語農業水刑事業建設所 新 潅漑排水西諸地区

小林市,え び

の市,高原町,

野尻町

H8～ H19
ダム1箇所,

水路55 5km,

線水路54km

輔
支 ダム地質調査 多数 要事業計画協議

3 部城盆地農業水利事業所 継 1号幹線用水路 高城町 H4～ H13
L‐ 32knl,

φ350～ 91111
L=1,350m 方境,上山田 ,

山下

N34, N40,

S27
幹線用水路総延召

L=76 9km

4 部城盆地農菓水利事業所 継 1号幹線用水路 三股町 H4～ H13 方境,上山田,

山下

NM, N40,
S27

H10以降,現道下

5

“

城盆地農業水利事業所 継 1号幹線用水路 高崎町 H4～ H13 高坂前 O‐022 H10以降,現道下

6 部城盆地農業水不1事業所 継 2号幹線用水路 け 都城市 H2～ ■13
L=29km,
φ350～ lp00

L=2う00m 内城第1,内

"第2,安永城渤

8039, 8040,

8047
農免道下 ?

7 都城盆地農業水利事業所 継 2号幹線用水路 都城市 H2～ H13
L‐ 29km,

φ350～ lpllll
L‐ 300m 王子原 現道下 ?

8 都城盆地農茉水利事業所 継 2号幹線用水路 山田町 H2～ H13 N10, N18 H10以降,現道下

9 都城盆地農葉水利事業所 経 2号幹線用水路 山田町 H2～ H13 N12 現道下 P

郡城盆地農菜水利事業所 継 3号幹線用水路 山田町 H8～ H12
L=3km,
φ450～ 5tlll

L‐ 1,000m
長尾下第 2,

西原,四方面

Y51, Y磁 ,

Y55
H10以降

都城盆地農葉水利事業所 継 快之原幹線用水路 都城市
L=66にm,

ゆ500
上牧 3027

都城盆地農業水利事業所 継 払川幹線用水路 都城市
L=1.2km,
ゆ450

―ケ丸 7033

都城盆地農業水利事業所 継 前田北幹線用水路 高崎町 Hll～ H12
L=32km,
ゆ300

青木 M l131

都城盆地農業水利事業所 継 工平幹線用水路 高崎町 H13
L‐ OBkm,

ゆ400

今村上,鍋 ,

鍋前第 2

Э20, 0ワ 7,

Э立8

都城盆地農業水利事業所 継 前方幹繰用水路 山之口町 H9～ Hll
L=14km,
φ450

L‐ 1,lX10m 山城近辺 武掘未実施

都城盆地農茉水利事業所 継 葛オ幹線用水路 三股町 H12
L=α 6km,

φ250

都城盆地農業水利事業所 継 山内幹繰用水路 山田町 Hll
L=alkm,
φ400

下大迫 N12

番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業掃慎 ■9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

都城盆地農茉水利事業所 継 月野原支線用水踏 都城市 Hll～ H13
L i 35km,

φ41Xl
牧の原 ,031

都城盆地農業水利事業所 継 陳之原支線用水路 都城市 Hll～ H13
L‐ 22km,

φ350～ 41Xl
月野原第 1 5038

都城盆地農茉水利事業所 継 五十市支線用水路 都城市 H10～ H12
L=41km,
φ400

加治屋,平原

第 1,西原第
2,畑田

うlX16,6007,

5013, 6033

都競盆地農茉水利事業所 継 大浦支線用水路 都城市 HH～ H12
L=32km,
ゆ300～ 400

払
，
島

坂

木

嫁

保

「018, 7027,

7028

都壌盆地農業水利事業所 継 臓尾原支線用水路 都城市 H9～ ■10
L‐ 26km,

ゆ300～ 450
L=2お lltlm

京之峰,王子

原,岡元

「046, 7052,
「053

都城盆地農葉水利事業所 継 山之内支線用水路
都城市,山田

町
Hl～ H12

L=25km,
φ350～ 450

菓子野原 3021

都城盆地農菜水利事業所 継 長尾下幹線用水路 山田町 Hll
L‐ 14km,

め300
長尾下第 2 Y51

都城盆地農葉水刑事業所 継 大堀原支線用水路 山田町 Hll～ ■13
L‐ 23km,

φ350～ 400
え堀原第 2 Y40

26 都城盆地農葉水利事業所 継 よ和池支線用水路 山田町 HH～ H13 Y45

都城盆地農葉水刑事業所 継 蜀久保支線用水路 高城町 H12～ ■13
L=解 km,

φ350～ 4Klll
要協議

都城盆地農菜水利事業所 継 丑辺支繰用水路 高城町 H12～ ■13
L‐ 1,8km,

φ300～ 350
要協議

都城盆地農業水利事業所 雑 京陣原支線用水路
高城町,山之

日町
H9～ H12

L=Vkm,
ゆ41111～ 6110

L=1,000m 要協議

都城盆地農葉水利事茉所 継 雪ノ原支線用水路 三股町 Hll～ H12
L=Z4km,
φ31111～ 400

中原,和田 S08, S24 現道下

都城盆地農来水利事業所 継 k之原フアームポンド 都城市 H12～ H13 要協議

都城盆地農素水利事業所 継 ム川フアームポンド 都城市 H10～ HH 早馬迫 7050

都城盆地長葉水利事業所 継 王子原ファームポンド 都城市 H9～ H10 激地造成 試掘未実施

都城盆地農葉水利事業所 継 百原ファームポンド 山田町 Hll 要協議
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番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 ■9実施翔僕 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

都城盆地農葉水利事業所 継 兵ノ段ファームポンド 山田町 H12 合職原第 3 Y15

都城盆地農葉水利事業所 継 山内ファームポンド 山田町 要協議

都城盆地農葉水利事業所 継 有水ファームポンド 高城町 H■ ～■12 要協議

都城盆地農茉水利事業所 継 前方ファームボンド山之口町 H10～ H」 山城近辺 要協議

都城盆地農業水利事珀所 継 高オファームポント 三股町 H10 要協議

都城盆地農菜水刑事業所 継 ノ原ファームポンド 三股町 Hll 要協議

都城盆地農葉水刑事業所 継 言ノ原揚水機場 都城市安久町 H12～ H13 試掘未実施

都城盆地農業水利事業所 継 王子原揚水機場 都城市 Hll～ H12 蜀元 「053

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備事

業大島団地
都城市大島 H9～ H10 区画整理5&3ha 二画整理25 1ha 大島 試掘済,本調査

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備事

業人反団地
都城市人反 H10 区画整理 22 2ha 入反 試掘済,本調査対毒

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備事

業今町団地
都城市今町 H10～ HJ 区画整理 la2ha

大岩田上原

宮原立野・諏

訪免

5031, 5033,

5034
試掘済,本調査

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備事

業有里団地
都城市有里 Hll 区画整理 27ha 有里 試掘済,本調査

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備農

業用道路Ⅵ工区
都城市 H9 L=15km ‐1.5km 調査は前年度実施

農用地整備公田都城調査

事務所
継

農用地総合整備農

業用道路 I工区
都城市 ■9～ H10 L=23km =03km 調査 は前年度実施

農用地整備公団都城調査

事務所
継

農用地総合整備農

業用道路Ⅷ工区
三股町 H13～ H14 L=06km 調査は前年度実施

西日杵支庁 継 広域農道西臼杵 2期 高千穂町岩戸 H6～ H20 L‐ 5,800m =800m 古城,亀山城
調査協議中, 3月
試掘予定

西日杵支庁 継 広域農道西臼杵2期 日之影町深角 H6～ H20 ‐531111m L=800m 深角 発掘調査中

番号 事 業 者 名 区分 事  業  名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 ■9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

西自杵支庁 継 広域農道西臼杵3期
高千穂町岩戸

下野
H7～ ■22 =5,080m L‐ 500m

調査協議中,H9
試掘予定

53 東臼杵農林振興局 継 広域農道沿海北部 廷岡市 S58～ H18 ‐10000m L=1,000m 伽藍堂 】lll19

54 東臼杵農林振興局 継 A域農道沿海北部 3刃
延岡市,門川

町
■2～ H25 =1001111m L宇 500m

中表第2,小
内

Ю10, 2009 付近,要協議

東臼杵農林振興局 継 具営農免農道笹野 日向市 阻4～ H10 L‐ 1■95m L=200m 本村,元市
'007, 6010

興協議

東臼杵農林振興局 継 景営ふるさと農道料 i 日向市 15～ ■9 L=910m 付帯正一式 本村 うlX17 露協議

東臼杵農林振興局 継 景営一般農道三川内 北浦町 16～ H10 Li4■40m L‐ 1,CX10m 要協議

東臼杵農林振興局 継 黒営 ほ場速 日峰 北方町 12～ ■■ 区画整理46ha 32ha 有 り 調査協議中

東臼杵農林振興局 盤
県営中山間地域総

合整備
北川町長井 19´― ほ場整備 17ha ほ場整備 葛森 要協議

60 東臼杵農林振興局 継
県営中山聞地域総

合整備
東郷町山陰乙 19- ほ場整備 12 4ha ほ場整備 有 り 試掘実施,協議Ⅲ

東臼杵農林振興局 継
県皆農地保全整備

南山第 2
日向市 363～ H9

排水路L=&8鉛 m,

道路L‐ 1.250m
排水路L‐ 510m 要詳細図チェック

62 東自杵農林振興局 継 県営農地保全向原 東郷町 361～ H9
tlr水 路L=

り子水路L=154m 要詳細図チ ェック

東臼杵農林振興局 継 県営農地保全落鹿 東郷町 363～ ■9 排水路L=4■27m 排水路L=350m 要詳細図チェック

東臼杵農林振興局 継 県営農地保全畑中 西郷村 Hl～ H9
排水路L‐ 5,222m

道路L‐ 2,054m
道路 L=250m H9分は遺跡無

東臼杵農林振興局 継
県営農地保全事業

尾佐渡
西郷村 H3～ H13

排水路L=船28m,

道路L‐ 97冊m
り,水路L=483m,
道路L=810m 尾佐渡 209 隣接

東自杵農林振興局 継 県営農地保全松平 語塚村 H2～ ■9
排水路L=a220m,

道路L‐ 3,080m

排水路L=92m,
道路L‐ 307m

要詳細図チ ェック

67 東臼杵農林振興局 継
県曽農地保全整備

尾手納
強葉村 362～ ■10

排水路L‐ 10,260m,

道路L=4,590m
非水路L‐ 1お46m,

直路L=247m
要詳細図チェック

東臼杵農林振興局 継
県営中山聞地域農

地防災合職原
権葉村 H9～ H19

用水路を言5890m,

排水路L=2980m
測量試験 要詳細 図チ ェック
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番号 事 業 者 名 区分 事  業  名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

0 東臼杵農林振興局 継 防災水利整備 延岡市恒富町 H9 方災水槽40t級 4基 防災水槽 4基 恒冨本村 ,004 隣接,智法寺跡

70 東臼杵農林振興局 継 県営ため池天ケ原 化郷村 H9～ Hll 昭水路 L=1.6711H 測量試験 要詳 ltu図 チ ェ ック

児湯農林振興局 継 ふるさと農道西都 西都市 H8～ ■9 直路工 2,21Xlm 直路工 2.200m
原向,東ノ城

跡
,011, 5012 隣接

児湯農林振興局 継
県営一般農道三財

原東部
百都市 H7～ ■11 道路工 9,550m 直路工 ■098m

三財村古墳

群,亀塚,石
野田城跡,前
鷹

1002, 4018,

1015, 4019
要協議

73 児湯農林振興局 新
県営一般農道整備

祇園原
I都市 H9～ ■13 道路工 6.240m 則量設計 新田原古墳群 要協議

74 児湯農林振興 局 継 県営一般農道南高鍋2期 蔚41町 H3～ H9 道路工8お lXlm 道路工 662m 大久保 ,022 要協議

75 児湯農林振興局 継 県営一般農道岩戸原2郷 木城町 H6～ H9 道路工4714m 道路工 1つ52m 高城跡 lllt16 要協議

76 児湯農林振興局 継 県曽一般農道川床 訴富町 H7～ H■ 道路工6590m 直路工 1330m
新田原B,新田原
A,勘大寺,一丁
田,新岡原古墳剤

1007-1010,

1001
要協議

77 児湯農林振興局 新
県営一般農道整備

祇園原
所富町 H9～ H13 道路工6240m 測量設計

新田原古墳

群,古開,花
園,新田原ロ

1001, 1002,

1004, 1023
要協議

78 児湯農林振興局 継
県営身替農道川北

南
耶農町 H4～ Hll 遭路工 1,475m

橋梁,道路工

380m
下原,新別府

下原
1006, 1005 協議済

79 児湯農林振興局 計 県営身替農道北部 郎農町 H10～ H14 道路工 L=1,6011H
日本 ,困 野 ト

庶
Ю09, 3001 要協議

80 児湯農林振興局 計
県営身替農道整備

新坂の上
‖I南町 Hll～ H15 道路五L=1■00∬ 要試掘

児湯農林振興局 新 回菅農道整備第10ホ城 木城町 H9～ H9 道路工L‐ 1,290H 遭路工L‐ 1,290m 要試掘

82 児湯農林振興 局 継 県皆ほ場整備金丸第2 訴富町 努7～ ■10 区画整理 123ha
区画整理 10ha,

榜r水路200m
遺跡有 要協議

83 児湯農林振興局 計
県営中山間総合整

備事業米良
雪都市 H10～ H14 総合整備一式

要試掘,H7工事

中遺跡発見

84 児湯農林振興局 継
県皆中山間総合整

備木城地区
木城町 H7～ Hll 総合整備一式

区画整理9 ha,道踊

360m,水路1■ 611m
要協議

85 児湯農林振興局 計
県曽中山間総合整

構菫望業 鷺
西米良村 H10～ H14 総合整備一式 協議中

番号 事 業 者 名 区分 票 葉 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実 施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

86 児湯農林振興局 計
県官担い手育成懸

確整備柳瀬
百都市 H10～ ■14 区画整理 130ha 要試掘,協議

児湯農林振興局 計
県営担い手育成基

盤整備杉安堰
百都市 H12～ H16 区画整理6110ha 要試掘,協議

児湯農林振興局 計
県gTwぃ 手 育 厩丞

確整備 よ ノロ
‖I南町 Hll～ H13 区画整理21ha 八幡 1026 隣接

89 児湯農林振興局 計
県曽畑地帯緊急整

備小丸川南
自鍋町 H10～ H17 区画整理 139ha

牛牧古墳群,

北牛牧第1～

第 4

,002, 2019,

Ю20, 2025,

30R4

要協議

児湯農林振興局 討
県官担 い手育成丞

健整備高城
木城町 H13～ ■16 Z画整理79ha 児湯駅跡 ? 要協議

児湯農林振興局 計
県官赳 い手百腹丞

盤整備柳瀬
訴富町 H10～ H14 正画整理 130ha 要試掘

児湯農林振興局 計
県営担い手育成基

盤整備麓
新富町 H10～ H14 五画整理 126ha 要試掘

93 児湯農林振興局 計
県冨聖 い手 冑阪 丞

置態格
「 =触れ

pf富町 H10～ ■14 Z画整理36ha 遺跡右 要試掘

弘 児湯農林振興局 計
県暫担 い手 爾 PIt込

盤整 備 西河 原
新富町 H12～ H16 区画整理 38ha 要試掘

95 児湯農林振興局 計
県営畑地帝緊急整

備茶臼原
西都市 Hll～ ■15 パ イプラインー試 西都原 詳細要チェック

96 児湯農林振興局 継
県官 農地保 全 上 三

隣罰 陳
西都市 H4～ H12

本路 L‐ 15鉛Om,
来奉 ,ARnm

本路 L‐ 950m,
来手 氏嗚n� 雷野,桟敷野 1006, 4007 法57条の 3

97 児湯農林振興局 継 県営農地保全黒貫 西都市 H7～ ■12
水路L=&960m,
関連950m

水路61Xlm 山内,桜原 Ю10, 2016

遺跡は佐土原町名称|

外にも遺跡の可能性
着h 車企赤割春

児湯農林振興局 継
県営農地保全整備

大久保
都農町 S61～ H13

卜路 L‐ 25270m,
瑚複 RIthm

水路 L‐ 460m 川南町側 は遺跡石

h

99 児湯農林振興局 継 黒営農地保全牧内 都農町 Hl～ ■12 水路 L=22■80m 水路L=980m
原塚,日本,

境ケ谷第 2,

白石第 2

Ю03,211119,

Юll,2014
法57条の 3

1011 児湯農林振興局 継 黒皆農地保全平山 都農町 H2～ H9 水路L=5820m 水路L=550m 内野,舟川中

原
〕002,3003 法57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全木和

田地区
都農町 H3～ H12

本路L‐ 13,530m,

関連7110m

水路L‐ 720m,

関連280m
西ノ郡第2,松ぢ

鼻山,井手ケ平

2007, 2017,

2018
法 57条の 3

102 児湯農林振興局 継 具営農地保全瓜生 都農町 H6～ H12 水路 L=11,380m 水路L=1,170m

馬場日,鍛冶屋

敷,鹿牟田,上
瓜生,木戸平弊
1,木戸平第2

1019, 1021-

1025
法57条 の 3
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番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

児湯農林振興局 継
県営農地保全新今

別府
都農町 H6～ ■12 水路L‐ 10.120m iRl量設計 新別府下原 1002 法 57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全整備
唐瀬原

川南町 S56～ H12 水路L=4a122m 水路L=300m

向原B,昭和,

明原,東平下
A,新耕原,

長岡原,銀座,

香田原,光 ,

東平下

1012-1014,

1027～ 1030,

1048, 1114,

1115

法 57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全整備

十文字
川南町 358～ H12 水路L=20,154m 水路L‐ 440m

下原,大久保

原A,大迫,

前ノ田村,前
ノ田村上,持
ノ木,前原A,

前原B,湯迫,

新湯迫,西国

光A,西日光
B,大久保原

B

1075-1077,

1097´ψ l105,

1116

法57条の 3

ll16 児湯農林振興局 継
県営農地保全整備

大久保
川南町 S61～ ■13

水路L=25,270m,

関連835m
水路 L=460m

孫谷南,孫谷,

古坂,番匠A,

番匠B,下肥

A

1003-1007,

1015
法 57条の 3

107 児湯農林振興局 継
県営農地保全下野
田原地区

川南町 H5～ ■13
水路L‐ 34,730m,

水兼91Xlm
水路L=2,630m

脆山,住吉A,

住吉B,宮 ノ原,

大内,丸尾,大

連,中 ノ迫A,

中ノ迫B,綿¬
上A,綿打上B,

須田久保,山道,

見沙門,笹ケ山,

蛇ケ牟田,中原,

新屋敷,視子笏

1054, 1059,

llbll,1065～

1067,1077～

1082,1086～

ll191,■ 13

法57条の 3

108 児湯農林振興局 新
県営農地保全整備
上野田原

川南町 H9～ H16
俳水路L‐

26800m
ll量設計

赤石,丸山,

丸山西原,松
ケ迫A,松ケ

連B,樋風呂

1058, 2062～

2064,1088～

1085

法57条の 3

番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

児湯農林振興局 継 県営農地保全通 山
川南町,高鍋

町
H3～ H16

区画整理50ha,赤

路L‐ 8,960m,関

連3,510m

測量設計

平鈴,持田古

噴群,持田開

込

2021,llll11,

1013
法 57条の 3

児湯農林振興局 継 県営農地保全 日置 葛鋼町 S60～ H12 水路L‐ 15585m 水路L‐ 720m

下永谷古墳,

永谷検穴墓,

大久保,妻道

南,日置牧,

下永谷

3005, 3006,

3022～ 3024,

3034

法 57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全整備
上永谷

高鍋町 S63～ H9 水路 L=7,730m 本路 L‐ 120m

毛作古墳,水
谷原古墳,上
永谷古墳,四
ツ塚,毛作第
2,毛作第 4,

山伏山第 1,

杉谷上,越ケ

溝下,婁雀山,

穂先田中島,

高岡,山伏山

第2,水谷原

第2,上永谷

3001, 3002,

31X14, 311119,

3010, 3012´ Ψ

3014, 3017～

3020, 3031～

3033

法57条の 3

妃湯農林振興局 継 県営農地保全牛牧 高鍋町 H2～ H12 水路L‐ ■,300m 水路L=600m

烏帽子形,耳
切,老瀬坂上,

北唐木戸,牛
牧原,下耳切

第2,下耳切

第3,北牛牧

第 1

〕011-2013,

'015´

W2019 法 57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全南牛

牧地区
高鋼町 H4～ H12 水路 L=14.030m よ路L=400m

甫唐木戸第
1,南牛牧第
1,大平寺第
1,大平寺第
2,蚕丁場第
1,蚕丁場第
2

2022, 2023,

ユ025～ 3028
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番号 事 業 者 名 区分 事 茉 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実施翔僕 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

児湯農林振興局 継
異営農地保全南牛
k2期地区

高鋼町 15～ H15 水路 L=9670m 測量設計

北牛牧第 2,

商牛牧第 2,

大戸ノロ第
1,大戸ノロ

第3,南牛牧

第3,南牛牧

第4

2020,2024,

2026, 2028´ ヤ

2030

去57条 の 3

児湯農林振興局 継 県営農地保全日置 新富町 S60～ H12 水路L=18,585m 水路L‐ 720m

藤掛B,赤松,

原日,東小牟

田,小牟田,

中伏,下永谷

1027～ 4031,

1033,3034

下永谷は高鍋町

法57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全整備

牧場 2期
都農町 S63～ HH 水路L=2Z370m,

水兼982m 水路 L=1,250m

竜ケ平第 2,

立野,尾立,

俵石第 1,俵
石第 2

1008-1012 法57条 の 3

児湯農林振興局 雑
県営農地保全整備

北原牧
新富町 Hl～ H10 卜路L‐ 7,250m 水路L=800m

富田古墳群,

北原後,蔵園
A,蔵園B

3001, 4019,

4021, 4022
法57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全北原

牧 2期 新富町 H2～ H10 水路L=6,1811m よ路L=820m 西牧,一 ツ塚,

上国,木戸

4017, 4018,

4020, 4023
法 57条の 3

児湯農林振興局 継
県営農地保全祇国

原地区
新富町 H3～ H12 水路L‐ 14,590m 水路L=ωOm

新田原古墳

群,古開,花
園,向原,新
田原日,尾小

原

1001, 1002,

1004, 1005,

1023

法 57条の 3

児湯農林振興局 継 県営水環境舞鶴 高鍋町 【5～ HH 水路工2,480m 水路工590m 高鋼城下町 法57条の 3

児湯農林振興局 計
県営潅漑排水対策

特別事業竹鳩
高鍋町 H10～ H14 J"く路L=2.500m

番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業漁模 H9実施翔僕 遣 跡 等 遣 跡 番 号 備 考

122 児湯農林振興局 計 異営湛水防除中樽 高鍋町 110～■14 ポンプ等 43ha

128 児湯農林振興局 新 ヨ営ため池立野 都農町 19～ H13 水路L=964m 水路L‐ 152m 尾 立 1008

124 児湯農林振興局 新 ∃営ため池沓袋 川南町 児体 ,余水吐一試 児体,余水吐一式 黒岩,沓袋畑 1032, 1033

児湯農林振興局 新 景営ため池整備木寺 高鍋町 E9～ ■13 用水路L=350m Rl量 設計,用水
21m

児湯農林振興局 新
回宮農村総合整備

都農
都農町 H9～ H18 総合整備一式 農,集落道3,680n 師匠田

中部農林振興局 新 豊免農道巨田地区
佐土原町西那
I「T

H9～ H15 道路 3,750m 測量設計 有 り 震協議

中部農林振興局 新 欝免農道北今泉2期 清武町北今泉 H9～ H13 道路l,30m 測量設計 下星野

中部農林振興局 新
県営農免農道整備

北今泉地区
膏武町 下星野

中部農林振興局 継 農免農道楠見 2期 高岡町 H7～ H12 直路 3.400m 道路200m 中 ノ丸

中部農林振興局 継 県営担い手城ケ峰 高岡町 H8～ H12 Z画整理 19ha 区画整理 19ha 野間 134

132 中部農林振興局 新 担 い手育成小山田 高岡町小山田 H9～ H13 二画整理38ha I画整理 喜呂女木,外

中部農林振興局 継 県営担い手富吉 宮崎市 H6～ H10 Z画整理66ha Z画整理 18ha 出下 協議中

134 中部農林振興局 継 県営担い手糸原 宮崎市 H7～ Hll 区画整理 7 ha 二画整理 7 1ha 町屋敷 62 協議中

中部農林振興局 継 農地保全船引地区 清武町 H5～ H14 区画整理77ha Z画整理 14ha
山田,滑川第
1,滑川第 2

208～ 210

■部農林振興局 継 県皆畑総七野八重
田野町七野 ,

入重
H7～ H18

区画整理44ha,

道路28,690m
1,500m

要確認,一部調査

中

中部農林振興局 継 県営畑総鹿村野 田野町 【7～ Hll
区画整理38ha,

畑地淮鴻 .550m
区画整理 6 6ha

スグノ山第1,

スグノ第2,莉
ノ原第 1

1001-1003

中部農林振興局 継 県曽畑総一里出 高岡町 H5～■13
道路4,530m,

畑地潅漑掛,886m
畑地潅漑 1,080m 要確認
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番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 ■ 9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

139 中部農林振興局 新
県営担い手育成基

盤整備城ケ峰地区
高岡町 野 間

南那I可農林振興局 継 広域農道沿海南部2其 串間市大平 S56～ ■15 道路 12,920m 道路360m 要確認調査 (lヶ 所)

南那可農林振興局 継 県皆一般農道整備 南郷町 ■9 道路 1750m 道路 500画 光蔵寺 004

南那珂農林振興局 継 県営中山間地域総合整備 北郷町 ■9 区画整理5 8ha 区画整理 a8ha 黒荷 岡

甫那可農林振興局 継
県営中山間地域総

合整備
北郷町 H10 区画整理 7 0ha 区画整理 名Oha 山澄,大ケ城 106. 105 隣接(中間)

西諸県農林振興局 継 広域農道霧島北部2期 小林市 S63～ H12 L=lo150m L=1.000m えびのを含む

西諸県農林振興局 継
広域農道霧島北部
2期 えびの市 S63～ H12 L=1&150m L‐ lp00m

柊野第 1,前
平

3048, 2041
小林分を含む,

要詳細図

西諸県農林振興局 継 農免農道えびの えびの市 H3～ H12 L=2■80m L‐ 100m 山神原 3039

西諸県農林振興局 継 一般農道大河平 えびの市 H8～ H12 L‐ 1,110m L=200m 柿木原 3015

西諸県農林振興局 継 一般農道平松地区 えびの市 H8～ H12 L=1760m =200m 島内地下式横

穴群,島内
1001, 1040 ■10以 降遺跡

西諸県農林振興局 漸
農免農道整備事業

中平2期地区
高原町 要協議

西諸県農林振興局 継
担い手育成基盤整

備市谷地区
小林市 H6～ H10

区画整理275ha,

農道等
Z画整理 8 ha 有 り 市試掘済

西諸県農林振興局 継
担い手育成基盤整

備昌明寺地区
えびの市 H8～ H12

区画整理32ha,

農道等
Z画整理 9 ha 昌明寺 市試掘済

西詣県農林振興局 継
担い手育成基盤整

備湯之元地区
高原町 H7～ Hll

区画整理68ha,

農道等
Z画整理20ha 試掘実施

北詣県農林振興局 継 農免農道夏尾地区 都城市 H8～ H13 道路5,120m 要協議

北諸県農林振興局 継 一般農道下水流 郡城市 H7～ H10 道路 15.500m 道路 6.500m

築池地下式横

穴群,志和池

古墳群

10075, 10073 市協議中

北諸県農林振興局 新 一般農道高坂地区 高崎町 H9～ 道路 2,21111m 測試,用地買収 蔚坂前 0‐022

番号 事 業 者 名 区分 事 業 名 実施予定地 施 二 年 度 全事業規模 H9実施規模 遺 跡 等 遺 跡 番 号 備 考

化語県農林振興局 継 ほ場整備横市地区 都城市 H5～ ■12 整地 170ha 整地 7 ha 鶴喰遺跡
協議済,発掘調適

中

北諸県農林振興局 継 ほ場整備中霧島 山田町 H7～ Hll 整地 33ha 整地 20ha 試掘調査実施予虎

北諸県農林振興局 継 ほ場整備木之川内 山田町 H8～ H12 整地 27ha 整地 10ha
西原,吉牟田

第 1

Y52, Y53

1ヒ諸県農林振興局 継 特殊農地保全細井 高城町 S鶴 ～H9 区画整理69ha 区画整理 2bha
細井地区遺跡

群

H9分 ■7-部調査

済

北諸県農林振興局 継
農地保全下水流 2

期
都城市 Hl～ ■11 排水路5540m 排水路 1,120m

築池,十三東

第 1
10028, 10029

北詰県農林振興局 継 農地保全上大五郎 都城市 H2～ ■10 排水路16350m 排水路2,840m 上植松原 10010

162 北諸県農林振興局 継 農地保全崎田地区 都城市 H4～ ■10 排水路&460m 排水路 1,390m 崎 田 10001

163 北諸県農林振興局 継 農地保全平長谷 部城市 H5～ H12 排水路 10,180m 排水路 1,160m 蓑原 テlX15

北諸県農林振興局 継
農地保全月野原第
2

都城市 H7～ HJ Jい水路29020m 排水路 180m 牧の原 503J

165 北諸県農林振興局 継 農地保全千車地区 都城市 H7～ Hll 排水路3,360m 排水路 1,420m 菓子野原 302】

166 北諸県農林振興局 継 農地保全御池地区 都城市 H8～ 排水路削 00m 測量設計 横尾 11056

167 北諸県農林振興局 新 農地保全小谷地区 都城市 ■9～ Jr水路10700m 測試,用地買収

上ノ園第 1,

上ノ園第 2,

安留.城ケ尾

llXll～ llll14 4遺跡

168 北諸県農林振興局 継 農地保全山内西
都城市,山 田

町
■1～ ■9 ,い水路 10,650m 排水路 51111m 花立原 8036

169 北詣県農林振興局 継 緊急畑地帯森田原 都城市 H3～ H10 畑潅漑 20,240m 水源用水施設一式 上植松原 llll110

170 北詣県農林振興局 新 緊急畑地帯安久 部城市 H9～ 用水A=130ha 測試,用地買収 京之峰 7046

北諸県農林振興局 継 農地保全官ノ原 三股町 H6～ ■12 排水路 19,100m 排水路 1,490m 外戸日,中原 307, S08

北諸県農林振興局 継 ため池整備池平 都城市 H8～ ■12 堤体工170m 堤体工90m 池平城跡 7089
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